
（
3
）
商
工
業
の
振
興

　

八
雲
町
の
商
工
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
大
多
数
が
小
規
模
事
業

者
で
あ
り
、
国
の
「
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
」
の
制
定
を
踏
ま

え
、
八
雲
商
工
会
が
町
内
の
小
規

模
事
業
者
の
支
援
を
核
と
し
た
計

画
を
策
定
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
八
雲
商
工
会
の
計

画
と
連
動
し
た
支
援
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
経
営
改
善
普
及
事

業
、
中
小
企
業
育
成
資
金
の
融
資

枠
の
維
持
と
保
証
料
の
助
成
な
ど

を
含
め
、
町
が
果
た
す
中
小
企
業

振
興
策
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
熊
石
地
域
で
展
開
し
て

お
り
ま
す
海
洋
深
層
水
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
引
き
続
き
企
業
誘
致

や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
4
）
観
光
・
地
域
物
産
の
振
興

　

こ
れ
ま
で
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
や

「
地
域
物
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の

取
り
組
み
も
一
定
程
度
定
着
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
北
海

道
新
幹
線
の
開
業
や
「
噴
火
湾
パ

ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
」
の
開
園
10
周
年

と
い
う
強
い
追
い
風
が
吹
く
年
で

も
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
の
機
会
を
的

確
に
捉
え
、
観
光
と
物
産
の
振
興

に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
増
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
、
国
内
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
縮
小
す
る
中
、
外
国
人

観
光
客
の
増
加
も
踏
ま
え
、
海
外

市
場
も
広
く
視
野
に
入
れ
た
事
業

展
開
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
、
関
係
団
体
や
近
隣
町

と
と
も
に
連
携
し
た
取
り
組
み
に

広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
は
、
道
南
休
養
村

を
中
心
に
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た

「
く
ま
い
し
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

を
活
用
し
、
観
光
客
等
の
誘
致
と

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
観
光

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
5
）
新
産
業
の
育
成
と
雇
用
環

　
　

境
の
整
備

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の

中
、
八
雲
町
に
お
い
て
も
産
業
の

担
い
手
不
足
が
今
後
、
顕
著
に

な
っ
て
来
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
地
方
創
生
総
合
戦

略
の
策
定
議
論
に
お
い
て
も
、
将

来
の
八
雲
町
の
産
業
を
担
う
人
材

の
確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

打
ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
か
ら
町
内
の

産
業
後
継
者
は
も
と
よ
り
、
町
外

か
ら
も
産
業
後
継
者
を
確
保
し
育

成
す
る
た
め
の
自
立
し
た
仕
組
み

作
り
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
産

業
・
経
済
団
体
と
連
携
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
1
）
土
地
の
有
効
活
用
と
市
街

　
　

地
、
集
落
環
境
の
整
備

　

3
･
4
･
2
出
雲
通
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
第
二
期
工
事
の
整

備
事
業
を
北
海
道
に
要
請
す
る
と

と
も
に
、
3
･
4
･
7
本
町
大
通

整
備
事
業
に
つ
い
て
も
早
期
着
手

を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
・
改
修
に
つ

い
て
は
、
既
存
住
宅
の
有
効
利
用

と
し
て
策
定
し
た
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
に
沿
っ
て
、
平
成
28

年
度
は
出
雲
町
Ａ
団
地
に
2
棟

10
戸
を
建
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
家
等
対
策
に
つ
い
て

は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
施
行
等
を
踏
ま

え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

計
画
の
作
成
等
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
道
路
の
整
備

　

国
道
5
号
及
び
2
7
7
号
、
各

道
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
関
係
機
関
へ
の
要
望
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
2
2
9
号
沿
線
等
の
高

潮
・
越
波
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
順

調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
要
望
箇
所
の
整
備

に
つ
い
て
要
請
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
八
雲
総
合

病
院
の
改
築
に
伴
う
東
雲
幹
線
道

路
改
良
事
業
と
し
て
、
平
成
28
年

度
は
用
地
測
量
、
建
物
調
査
及
び

補
償
を
行
な
い
ま
す
。ま
た
、橋
梁

の
長
寿
命
化
修
繕
事
業
を
進
め
る

と
と
も
に
、
町
民
が
安
全
に
生
活

で
き
る
よ
う
計
画
的
な
道
路
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
公
共
交
通
の
充
実

　

路
線
バ
ス
の
利
便
性
向
上
対
策

は
、
現
行
路
線
の
確
保
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
八

雲
・
熊
石
両
地
域
の
交
流
促
進
を

図
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
な
需
要
と
財
政
負
担

を
勘
案
し
た
検
討
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

道
民
待
望
の
北
海
道
新
幹
線
が

3
月
26
日
に
開
業
さ
れ
ま
す
。
次

は
、
い
よ
い
よ
札
幌
延
伸
で
あ
り

ま
す
。
今
後
も
、
早
期
完
成
に
向

け
た
活
動
お
よ
び
公
共
交
通
確
保

の
観
点
か
ら
、
並
行
在
来
線
の
存

続
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て
、
沿

線
自
治
体
・
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
八
雲

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
、
隣
接
す

る
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
と
と

も
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
と
し

て
一
体
的
に
利
用
で
き
る
施
設
で

あ
り
、
訪
れ
る
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
と
地
域
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
向
け
て
、
引
き

続
き
調
査
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
4
）
航
空
基
地
と
の
連
携

　

航
空
自
衛
隊
基
地
は
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
の
み
な
ら
ず
町
の
振

興
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
支
援
活

動
な
ど
町
民
生
活
と
密
接
な
関
係

に
あ
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
基
地
の
有
効
活
用
、
現

部
隊
の
維
持
と
新
た
な
部
隊
の
配

置
を
目
指
し
、
ま
た
、
防
衛
施
設

周
辺
整
備
事
業
の
拡
充
等
に
つ
い

て
も
要
請
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

道
南
北
部
の
中
心
性

を
よ
り
高
め
る
ま
ち

づ
く
り

3
．

い
ず
も
ど
お
り

ど
う
ど
う

え
っ
ぱ

き
ょ
う
り
ょ
う

平成28年度
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